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堂
」
は
そ
の
地
下
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と

読
み
取
れ
る
。
運
営
を
担
当
す
る「
中
央
食
堂
」は
、

同
地
区
の
工
学
部
本
館
内
で
営
業
し
て
い
た
工
学

部
中
央
食
堂
の
こ
と
で
あ
る
。

　
一
一
〇
号
の
時
点
で
は
「
喫
茶
」
の
文
字
は
見
当

た
ら
な
い
が
、
次
号
一
一
一
号
（
昭
和
九
年
六
月

二
十
日
）
の
広
告
に
は
図
書
館
喫
茶
室
の
名
が
登
場

す
る
。
何
ら
か
の
事
情
で
、
食
堂
で
は
な
く
喫
茶
と

し
て
運
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
「
御
勉
強
の
御
疲
れ
に
は

　
図
書
館
の
喫
茶
室
へ

　
手
軽
な　
安
い　
良
い
品
！

　
明
る
い　
ル
ー
ム
！

　
利
益
は
第
二
に

　
中
央
食
堂
」

　
　

初
期
の
広
告

　
昭
和
九
年
か
ら
昭
和
十
二
年
ご
ろ
ま
で
の
九
大

新
聞
に
は
、
ほ
ぼ
毎
号
に
図
書
館
喫
茶
室
の
広
告
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
広
告
に
は
、
季
節

の
挨
拶
や
新
メ
ニ
ュ
ー
の
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
て

お
り
、
明
る
い
雰
囲
気
が
あ
る
。
例
え
ば
、
一
一
六

号
（
昭
和
九
年
十
月
十
日
）
の
広
告
に
は
、
学
生
に

対
す
る
応
援
の
言
葉
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
「
試
験
が
迫
り
ま
し
た

　
ど
う
ぞ
御
奮
闘
を
祈
上
げ
ま
す

　
図
書
館
の
喫
茶
室

　
中
央
食
堂
」

　
提
供
メ
ニ
ュ
ー
に
言
及
す
る
広
告
も
い
く
つ
か

あ
る
。

　
「
あ
た
ゝ
か
い
も
の
の
用
意
も
御
座
い
ま
す
。」

一
一
七
号
（
昭
和
九
年
十
一
月
五
日
）

　
「
東
京
式
お
汁
粉
召
上
り
下
さ
い
」

一
一
九
号
（
昭
和
九
年
十
二
月
五
日
）

　
「
東
京
式
お
汁
粉
召
上
り
下
さ
い
ま
せ

　
お
雑
煮
も
始
め
ま
し
た
」

一
二
〇
号
（
昭
和
九
年
十
二
月
二
十
日
）

　
「
お
い
し
い
最
中
を
始
め
ま
し
た
。」

一
二
五
号
（
昭
和
十
年
三
月
二
十
日
）

　
「
東
京
式
お
汁
粉
」
と
は
汁
が
多
く
餅
が
少
な
い

汁
粉
の
こ
と
。
汁
粉
に
雑
煮
と
、
甘
味
と
塩
味
ど
ち

ら
も
提
供
さ
れ
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
な

ん
と
も
気
持
ち
が
引
き
寄
せ
ら
れ
る
。
加
え
て
後
述

の
記
事
で
は
、「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
饅
頭
」
な
る
名
物

も
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
コ
ー
ヒ
ー
に
つ
い
て
は
、
広
告
へ
の
登
場
が
軽

食
類
よ
り
も
遅
れ
る
。
一
五
一
号
（
昭
和
十
一
年

七
月
五
日
）
で
は
「
爽
や
か
な
珈
琲
」、
一
六
一
号

（
昭
和
十
二
年
二
月
二
十
二
日
）、
一
六
二
号
（
昭
和

十
二
年
三
月
二
十
五
日
）
で
は
「
爽
や
か
な
香
り
」

と
謳う
た
わ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
戦
前
の
日
本
に

お
け
る
コ
ー
ヒ
ー
輸
入
量
ピ
ー
ク
は
昭
和
十
二
年

だ
っ
た
。
昭
和
十
三
年
に
国
家
総
動
員
法
が
公
布
さ

れ
た
の
ち
は
、
コ
ー
ヒ
ー
は
贅
沢
品
と
な
り
、
同
年

か
ら
輸
入
制
限
が
始
ま
る
。

　
昭
和
十
三
年
か
ら
昭
和
十
四
年
ご
ろ
は
、
図
書

館
喫
茶
室
の
広
告
は
あ
ま
り
紙
上
に
見
ら
れ
な
い
。

　
「
爽
や
か
な
珈
琲

　
読
書
の
疲
れ
に
は

　
図
書
館
喫
茶
室
へ
」

　
福
岡
の
喫
茶
文
化
は
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か

け
て
花
開
い
た
。カ
フ
ェ
ー・ブ
ラ
ジ
ル
、カ
フ
ェ
ー・

パ
ウ
リ
ス
タ
、
明
治
製
菓
、
サ
ニ
ー
、
生
田
菓
子
店

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
店
の
名
が
記
録
に
残
っ
て
い
る
。

昭
和
九
年
四
月
に
は
、
モ
ダ
ン
都
市
福
岡
を
語
る
う

え
で
欠
か
せ
な
い
、
ブ
ラ
ジ
レ
イ
ロ
が
東
中
洲
に
開

店
す
る
。
同
じ
年
の
六
月
、
箱
崎
の
と
あ
る
場
所
で

も
小
さ
な
「
喫
茶
」
の
店
が
営
業
を
始
め
た
。
そ
の

名
も
「
図
書
館
喫
茶
室
」
と
い
う
。

　
図
書
館
喫
茶
室
は
、
昭
和
初
期
の
九
州
帝
国
大
学

に
存
在
し
て
い
た
福
利
厚
生
施
設
で
あ
る
。
名
前
の

と
お
り
、
図
書
館
の
建
物
内
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。

　
図
書
館
喫
茶
室
に
関
す
る
記
録
は
、
筆
者
が
確
認

し
た
限
り
ま
と
ま
っ
た
形
で
は
残
っ
て
い
な
い
が
、

『
九
州
大
学
新
聞
（
以
下
、「
九
大
新
聞
」
と
い
う
）』

に
よ
り
、
断
片
的
に
そ
の
存
在
を
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
る
。
本
稿
で
は
、
九
大
新
聞
の
掲
載
広
告
や
記

事
か
ら
、
図
書
館
喫
茶
室
に
漂
っ
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
コ
ー
ヒ
ー
の
残
香
を
、
か
す
か
に
で
も
お
伝
え

し
た
い
。（
注
記
）

　
な
お
九
大
新
聞
に
お
い
て
、
図
書
館
喫
茶
室
の
名

称
は
、
図
書
館
喫
茶
部
、
図
書
館
の
喫
茶
室
、
図
書

館
地
下
喫
茶
室
な
ど
揺
れ
が
あ
る
が
、本
稿
で
は「
図

書
館
喫
茶
室
」
と
統
一
し
て
呼
ぶ
。

　
　

図
書
館
喫
茶
室
の
開
設

　
図
書
館
喫
茶
室
の
存
在
が
九
大
新
聞
に
初
め
て

登
場
す
る
の
は
、一
一
〇
号（
昭
和
九
年
六
月
五
日
）。

二
面
の
片
隅
に
小
さ
な
記
事
が
あ
る
。

　
「
図
書
館
地
階
食
堂　
十
日
頃
か
ら
開
設

　
九
大
図
書
館
新
聞
閲
覧
室
下
の
新
築
な
れ
る
地

　
階
食
堂
は
中
央
食
堂
が
引
き
受
け
て
愈い
よ
い
よ々

来
る

　
十
日
頃
か
ら
営
業
開
始
す
る
事
に
な
つ
た
」

　
こ
こ
で
い
う
「
九
大
図
書
館
」
は
、
大
正
十
四
年

に
九
州
帝
国
大
学
の
箱
崎
地
区
で
開
館
し
た
、
九
州

帝
国
大
学
附
属
図
書
館
本
館
の
こ
と
で
あ
る
。
ア
ー

ル
デ
コ
調
の
美
し
い
建
物
だ
っ
た
が
、
図
書
の
収
容

能
力
が
少
な
い
、
事
務
室
が
小
さ
い
、
便
所
が
な
い

な
ど
、
図
書
館
施
設
と
し
て
は
問
題
が
多
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
開
館
か
ら
ま
だ
間
も
な
い
時
期
に
二
度

の
増
築
工
事
が
行
わ
れ
た
。
二
度
目
の
工
事
で
は
建

物
北
側
に
新
聞
閲
覧
室
が
新
営
さ
れ
た
。「
地
階
食

西日本文化 517　2026.1

【
雑
記
】

『
九
州
大
学
新
聞
』
か
ら
た
ど
る
「
図
書
館
喫
茶
室
」

　
　
　

︱
昭
和
初
期
、
コ
ー
ヒ
ー
の
残ざ

ん

香こ
う

︱

梶
原
瑠
衣
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戦
火
の
な
か
で
、
喫
茶
室
の
ゆ
く
え

　
昭
和
十
八
年
、
九
大
新
聞
自
体
が
二
六
九
号
を
以

て
休
刊
と
な
る
。
こ
の
号
は
、
ほ
ぼ
全
面
が
学
徒
出

陣
に
関
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
十
九
年
に

は
、
空
襲
に
備
え
て
附
属
図
書
館
蔵
書
の
学
外
疎
開

が
決
ま
る
。
附
属
図
書
館
本
館
の
白
い
外
壁
も
黒
に

塗
装
さ
れ
た
。
図
書
館
喫
茶
室
と
同
じ
年
に
開
店
し

た
東
中
洲
の
ブ
ラ
ジ
レ
イ
ロ
は
、
強
制
疎
開
の
た
め

取
り
壊
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
年
、
福
岡
大
空
襲
に
よ

り
街
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

　
戦
後
、
九
州
帝
国
大
学
は
新
制
九
州
大
学
と
し
て

再
出
発
す
る
。
九
大
新
聞
も
昭
和
二
十
三
年
三
月

二
十
日
の
二
七
〇
号
で
復
刊
す
る
が
、
図
書
館
喫
茶

室
の
広
告
は
も
う
現
れ
な
い
。

　
図
書
館
喫
茶
室
の
あ
っ
た
場
所
に
関
し
て
は
、「
九

州
大
学
附
属
図
書
館
閲
覧
案
内
」
か
ら
、
わ
ず
か
に

そ
の
後
の
情
報
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、

一
九
五
一
年
版
掲
載
の
館
内
図
面
に
は「
地
階
売
店
」

の
名
が
あ
る
。
加
え
て
本
文
で
は
、
館
内
に
「
学
生

喫
茶
室
」
が
あ
る
と
の
説
明
が
見
ら
れ
る
。「
学
生

喫
茶
室
」
の
記
述
は
、
一
九
五
三
年
版
と
一
九
五
四

年
版
に
も
見
ら
れ
る
が
、
一
九
五
五
年
版
か
ら
は
消

え
る
。

　
附
属
図
書
館
本
館
の
建
物
は
、
戦
災
を
免ま
ぬ
かれ

た
の

ち
長
く
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
に
残
っ
て
い
た
が
、
平
成

三
十
年
（
二
〇
一
八
）
に
解
体
さ
れ
た
。

参
考
文
献

咲
山
恭
三
『
博
多
中
洲
も
の
が
た
り 

後
編
』
文
献

出
版
、
一
九
八
〇

九
州
大
学
大
学
文
書
館
『
九
州
大
学
新
聞
・
九
州
帝

国
大
学
新
聞
記
事
索
引
』
九
州
大
学
大
学
文
書
館
、

二
〇
一
三

九
州
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会『
九
州
大
学
百
年
史
』

九
州
大
学
、
二
〇
一
四
︱
二
〇
一
七

守
安
正
『
お
菓
子
の
歴
史 

下
』
東
京
書
房
社
、

一
九
八
五

旦
部
幸
博
『
珈
琲
の
世
界
史
』
講
談
社
、
二
〇
一
七

注
記

　
九
大
新
聞
に
は
、
図
書
館
喫
茶
室
の
他
に
も
、
飲

食
店
、
衣
料
品
店
、
文
房
具
店
、
書
店
、
映
画
館
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
当
時

の
学
生
生
活
と
街
の
関
係
を
感
じ
さ
せ
る
貴
重
な

資
料
で
あ
る
。
九
大
新
聞
は
、
九
州
大
学
大
学
文
書

館
に
よ
っ
て
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
九
州
大
学
附
属
図

書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
画
像
を
公
開
し
て
い
る
。

　
か
じ
わ
ら

　
る
い
・
九
州
大
学
附
属
図
書
館

＊
九
州
大
学
附
属
図
書
館
イ
ベ
ン
ト
情
報
＊

　

九
州
大
学
附
属
図
書
館
で
は
、
所
蔵
す
る
貴
重
資
料

等
を
広
く
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。
現
在
開
催
中
の
展

示
会
は
左
記
の
通
り
で
す
。
※
詳
細
は
九
州
大
学
附
属

図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
人
体
・
病
を
み
る
・
み
せ
る
」
展

　

写
真
も
動
画
も
な
い
時
代
、
人
体
の
構
造
や
病
気
の

症
例
・
治
療
法
を
伝
え
る
た
め
、
先
人
た
ち
が
い
か
に

格
闘
し
た
か
、
貴
重
資
料
の
図
像
を
も
と
に
た
ど
る
展

示
で
す
。
書
籍
、掛
け
軸
や
ム
ラ
ー
ジ
ュ（
皮
膚
病
模
型
）

な
ど
の
資
料
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

【
会
期
】
令
和
七
年
十
一
月
十
日
（
月
）
～
令
和
八
年

二
月
二
十
七
日
（
金
）

　
（
年
末
年
始 

十
二
月
二
十
七
日
～
一
月
四
日
は
休
館
）

【
時
間
】
平
日 

九
時
～
二
十
一
時

　
　
　

  

土
日
祝 

九
時
三
十
分
～
十
七
時

【
会
場
】
九
州
大
学
医
学
図
書
館
一
階
展
示
室
（
病
院

キ
ャ
ン
パ
ス
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
九
州
大
学
医
学
図
書
館 

閲
覧
係 　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
九
二 

︱
六
四
二 

︱
六
〇
三
七

「
近
代
国
際
法
史
の
歩
み
：
九
州
大
学
所
蔵
本
で
見
る
」
展

　

九
州
大
学
は
、
世
界
で
も
珍
し
く
、
国
際
法
史
研
究

の
伝
統
を
有
し
て
い
ま
す
。
そ
の
研
究
を
支
え
る
蔵
書

は
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
『
戦
争
と
平
和
の
法
』
初
版
を
は

じ
め
と
し
て
、
学
術
的
な
重
要
性
と
豊
か
さ
を
誇
っ
て

い
ま
す
。
当
展
示
で
は
、
こ
の
蔵
書
に
よ
っ
て
、
近
代

国
際
法
史
の
歩
み
を
た
ど
り
ま
す
。

【
会
期
】
令
和
八
年
一
月
九
日
（
金
）
～
二
十
九
日
（
木
）

【
時
間
】
平
日 

九
時
～
二
十
一
時

　
　
　

  

土
日
祝 

十
時
～
十
八
時

【
会
場
】
九
州
大
学
中
央
図
書
館
三
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
（
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
九
州
大
学
中
央
図
書
館 

サ
ー
ビ
ス

企
画
係　

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
九
二 

︱
八
〇
二 

︱
二
四
八
〇

二
〇
〇
号
（
昭
和
十
四
年
六
月
五
日
）
中
の
「
九
大

法
文
会
共
済
部
々
報
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ

る
。

　
「
五
、
委
託
事
業

　
　
１
、
食
堂
、
喫
茶
の
部

　
　
数
年
来
箱
崎
町
在
住
の
金
子
恒
一
氏
に
委
託

　
経
営
せ
し
め
て
居
る
。
従
つ
て
値
上
等
に
関
し
て

　
は
経
営
者
の
妄
断
を
許
さ
ず
常
に
共
済
部
委
員

　
に
事
業
を
具
陳
し
て
其
の
承
諾
を
得
る
事
が
必

　
要
と
な
つ
て
い
る
。
今
春
、
定
食
、
麺
類
、
コ
ー

　
ヒ
ー
、
ミ
ル
ク
等
の
全
般
に
亘
り
一
銭
乃な
い
し至
二
銭

　
程
度
の
値
上
げ
が
行
は
れ
た
こ
と
は
承
知
の
事

　
と
思
ふ
が
、此
は
委
員
が
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
、

　
萬
止
む
を
得
ず
と
認
定
し
た
結
果
で
あ
る
。

　
　
同
じ
経
営
に
保ほ

す
る
喫
茶
室
は
、
既
に
図
書
館

　
新
聞
閲
覧
室
の
下
に
喫
茶
室
が
設
け
ら
れ
た
結

　
果
、
主
と
し
て
採
光
の
点
か
ら
衰
微
の
傾
向
が
な

　
い
で
な
い
が
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
饅
頭
を
名
物
と
し

　
て
ミ
ル
ク
の
廉
価
を
頼
り
と
し
て
此
欠
点
を
補

　
ふ
こ
と
に
努
力
し
て
居
る
。
尚
演
習
茶
菓
の
件
で

　
あ
る
が
、
之
を
共
済
部
喫
茶
部
よ
り
取
寄
せ
ら
れ

　
以
て
共
済
部
本
来
の
使
命
達
成
に
御
尽
力
あ
ら

　
ん
こ
と
を
切
望
す
る
。」

　
図
書
館
喫
茶
室
の
場
所
が
地
階
で
あ
る
た
め
、
日

当
た
り
が
悪
く
客
足
が
思
う
よ
う
に
伸
び
な
い
と

い
う
状
況
が
書
か
れ
て
い
る
。
時
局
を
考
え
れ
ば
、

コ
ー
ヒ
ー
豆
を
始
め
と
し
た
物
資
の
不
足
も
、
少
な

か
ら
ず
経
営
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
だ
ろ
う
。

　
　

図
書
館
喫
茶
室
の
お
わ
り

　
昭
和
十
五
年
ご
ろ
、
九
大
新
聞
上
で
図
書
館
喫
茶

室
の
広
告
は
い
っ
た
ん
復
活
す
る
。
二
一
三
号
（
昭

和
十
五
年
一
月
二
十
三
日
）
に
は
次
の
よ
う
な
広
告

が
あ
る
。

　
「
読
書
に
つ
か
れ
た
眼
を
窓
辺
に
移
せ
ば
…
…

　
外
は
真
白
に
雪
が
積
る
…
…

　
暖
い
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
が
…
…

　
し
ば
ら
く
休
憩
し
て
来
よ
う
。
…
…

　
図
書
館
喫
茶
部
」

　
実
際
に
、
地
下
の
図
書
館
喫
茶
室
か
ら
二
階
の
閲

覧
席
ま
で
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
が
届
い
た
か
ど
う
か

は
疑
わ
し
い
が
、
情
緒
あ
ふ
れ
る
広
告
で
あ
る
。
閲

覧
席
で
本
に
向
か
う
学
生
が
ふ
と
顔
を
上
げ
る
と

窓
の
外
が
白
く
…
…
、
と
い
う
場
面
が
目
に
浮
か

ぶ
。
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
畳
ん
で
一
休
み
の
た
め
に

カ
フ
ェ
へ
向
か
う
、そ
ん
な
現
代
の
学
生
の
姿
と
も
、

ど
こ
か
重
な
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　
た
だ
そ
の
後
、
九
大
新
聞
に
お
い
て
図
書
館
喫
茶

室
の
広
告
内
容
は
簡
素
に
な
る
。
二
一
五
号
（
昭
和

十
五
年
二
月
二
十
日
）の
広
告
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
読
書
と
喫
茶

　
帝
大
図
書
館
喫
茶
部

　
帝
大
構
内
」

　
二
二
六
号
（
昭
和
十
五
年
十
月
十
一
日
）
か
ら

は
、
再
び
広
告
は
途
切
れ
が
ち
と
な
り
、
つ
い
に
は

二
五
〇
号
（
昭
和
十
七
年
四
月
三
十
日
）
を
最
後
に

図
書
館
喫
茶
室
の
広
告
は
消
え
る
。
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